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第1968 回例会 

     

                              

 
 

 

平
和
構
築
と
紛
争
予
防
月
間

 

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
） 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．Ｍ
． 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 61

名
中
61
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率

84
・
91
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 

＊
敬
称
略 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

Ｉ
．Ｍ
．（
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

 

16
時
00
分
～ 

第
一
部 

式
典
・
講
演
会 

点
鐘 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 
藤
田 

守
彦 

国
歌
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
斉
唱 

「
君
が
代
」・「
奉
仕
の
理
想
」

 

開
会
挨
拶 ガ

バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦 

特
別
出
席
者
・
登
録
ク
ラ
ブ
紹
介 

ガ
バ
ナ
ー
挨
拶 ガ

バ
ナ
ー 

吉
川 

公
章 

16
時
30
分
～ 

講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

講
演
：
中
竹 

竜
二 

氏 

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
部
元
監
督 

㈱
チ
ー
ム
ボ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役 

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る 

リ
ー
ダ
ー
の
在
り
方
」

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
： 

中
竹
竜
二
さ
ん
と
地
区
Ｒ
Ａ
Ｃ
と
の 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

次
年
度
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
挨
拶 

次
年
度
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

早
川 

和
男 

次
年
度
Ｉ
．Ｍ
．ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
挨
拶 

名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ
会
長 

川
口 

 

豊 

閉
会
挨
拶 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

長
谷
川
龍
伸 

点
鐘 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦 

18
時
20
分
～  

第
二
部 

懇
親
会 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト 

名
古
屋
芸
術
大
学
四
重
奏
の
調
べ 

歓
迎
の
こ
と
ば
・
乾
杯 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ナ
ゴ
ヤ
ア
イ
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

閉
会
挨
拶 ガ

バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦 

20
時
30
分 

 

閉
会 

  

式
典
・
講
演
会
（
第
一
部
） 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

曙
の
間 

            

◆
特
別
出
席
者
・
登
録
ク
ラ
ブ
紹
介 

ガ
バ
ナ
ー
挨
拶 ガ

バ
ナ
ー 

吉
川 

公
章 

              

◆
講
演 

中
竹 

竜
二 

氏 

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る 

リ
ー
ダ
ー
の
在
り
方
」

 

中
竹 

竜
二
氏 

株
式
会
社
チ
ー
ム
ボ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役 

一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代
表
理
事 

一
般
社
団
法
人
日
本
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー 

ラ
グ
ビ
ー
連
盟
副
理
事
長 

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
） 

サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

１
９
７
３
年 

１
９
７
３
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学

卒
業
、
レ
ス
タ
ー
大
学
大
学
院
修
了
。
三
菱

総
合
研
究
所
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ

ー
蹴
球
部
監
督
に
就
任
し
、
自
律
支
援
型
の

指
導
法
で
大
学
選
手
権
二
連
覇
を
果
た
す
。 

２
０
１
０
年 

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
「
コ
ー

チ
の
コ
ー
チ
」、
指
導
者
を
指
導
す
る
立
場

で
あ
る
コ
ー
チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
。 

２
０
１
２
年 

２
０
１
２
年
よ
り
３
期
に
わ
た
り
Ｕ
20 

日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
就
任
。 

２
０
１
４
年 

企
業
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
株
式
会
社
チ
ー
ム
ボ
ッ
ク
ス
設
立
。 

２
０
１
６
年 

日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
代
行
も
兼
務
。 

２
０
１
８
年 

コ
ー
チ
の
学
び
の
場
を
創
出
し
促
進
す
る
た

め
の
団
体
、ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グJ

a
p
a
n

を
設
立
、
代
表
理
事
を
務
め
る
。 

２
０
１
９
年 

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
理
事
に

就
任
。
２
０
２
１
年
ま
で
務
め
る
。 

２
０
２
２
年 

 

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
サ

ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
。
全
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
に
お
い
て
、
国
を
代
表
す
る
指

導
者
の
育
成
・
強
化
を
主
導
し
て
い
る
。 

 著
書
に
『
新
版
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
フ
ォ

ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
へ 

カ
リ
ス
マ
リ
ー
ダ
ー
不
要

の
組
織
づ
く
り
と
は
』（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ

ウ
ス
）
な
ど
多
数
。 

              

1689 
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◆
次
年
度
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
挨
拶 

名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

 
 

早
川 

和
男
さ
ん 

◆
次
年
度
Ｉ
．Ｍ
．ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
挨
拶 

名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

 
 

会
長
エ
レ
ク
ト 
川
口 

 

豊
さ
ん 

◆
閉
会
挨
拶 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

長
谷
川
龍
伸
さ
ん 

◆
点 

鐘 

 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦
さ
ん 

  

懇
親
会
（
第
二
部
） 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

那
古
の
間 

司
会
：
タ
レ
ン
ト 

沢
井
里
奈 

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト 

名
古
屋
芸
術
大
学
四
重
奏
の
調
べ 

◆
歓
迎
の
こ
と
ば
・
乾
杯 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

会
長 

加
藤 

 

豊
さ
ん 

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

「
ナ
ゴ
ヤ
ア
イ
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

         

     ◆
閉
会
挨
拶 ガ

バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦 

  

◆
参
加
ク
ラ
ブ 

14
Ｒ
Ｃ
・
登
録
者
数 

 

６
８
３
名 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ  

 
 

 
 

43
名 

名
古
屋
西
Ｒ
Ｃ  

 
 

 

38
名 

名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ  

 
 

 

98
名 

名
古
屋
み
な
と
Ｒ
Ｃ  

 

37
名 

名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ  

 
 

67
名 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

  
 

  

39
名 

名
古
屋
瑞
穂
Ｒ
Ｃ  

 
 

43
名 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ   

  

60
名 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ  

  
１
０
０
名 

名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ  
 

 
26
名 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 
  

39
名 

名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

 
 

７
名 

名
古
屋
宮
の
杜
Ｒ
Ｃ 

  

41
名 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ  

 

45
名 

 

 
 

 
  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

「
Ｒ
Ｉ
次
期
会
長
が 

ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
の
力
に
つ
い
て
語
る
」

 

２
０
２
５
年
２
月
14
日
（
続
き
）

 

革
新
し
な
が
ら
も
一
貫
し
た
伝
統
を
築
く 

世
界
が
い
か
に
急
速
に
変
化
し
て
い

る
か
を
指
摘
し
た
デ
・
カ
マ
ル
ゴ
氏
は
、

革
新
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
社
会
の
期
待
、
経

済
状
況
は
常
に
変
化
し
て
お
り
、
ロ
ー

タ
リ
ー
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
進
化
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。…

…

革
新
こ
そ

が
、
変
化
す
る
こ
の
世
界
に
私
た
ち
が

適
応
す
る
手
段
な
の
で
す
」 

こ
れ
を
実
現
す
る
重
要
な
方
法
の
一

つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
モ
デ
ル
を

採
用
し
、
推
進
す
る
こ
と
だ
と
、
デ
・
カ

マ
ル
ゴ
氏
は
言
い
ま
す
。衛
星
ク
ラ
ブ
、

分
野
特
化
別
ク
ラ
ブ
、法
人
ク
ラ
ブ
、パ

ス
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
ロ
ー
タ
リ
ー
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
身
の
妻
が
50
人
近
く

の
会
員
を
擁
す
る
衛
星
ク
ラ
ブ
の
設
立

に
助
力
し
た
こ
と
に
触
れ
、「
将
来
の
ロ

ー
タ
リ
ー
会
員
は
ど
こ
に
で
も
に
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
に
赴
い
て
彼
ら

を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
継
続
性

の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
過
去
18

カ
月
間
に
多
く
の
場
所
を
視
察
し
て
そ

の
必
要
性
を
目
の
当
た
り
に
し
た
デ
・

カ
マ
ル
ゴ
氏
は
、
ガ
バ
ナ
ー
が
前
任
者

の
取
り
組
み
を
土
台
と
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
戦
略
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
継
続

さ
せ
る
こ
と
が
地
区
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
話
し
ま
し
た
。 

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
の
井
戸
建
設
、
大

洪
水
の
被
災
者
を
支
援
す
る
パ
キ
ス
タ

ン
で
の
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
命

を
救
う
医
療
を
提
供
す
る
イ
ン
ド
で
の

ロ
ー
タ
リ
ー
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
挙

げ
た
デ
・
カ
マ
ル
ゴ
氏
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。「
継
続
性
と
は
、
画
一

性
で
は
な
く
、
連
携
で
す
。
地
区
リ
ー

ダ
ー
同
士
が
連
携
し
、
自
分
の〝
ガ
バ
ナ

ー
年
度
〟
を
越
え
て
ロ
ー
タ
リ
ー
を
思

い
描
け
ば
、
長
期
的
な
成
功
の
土
台
が

築
か
れ
ま
す
」 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
力 

デ
・
カ
マ
ル
ゴ
氏
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

会
員
は
単
独
で
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ

ら
れ
る
が
、
仲
間
と
協
力
す
れ
ば
世
界

を
変
え
る
こ
と
さ
え
可
能
だ
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
ポ
リ
オ
根
絶
に
向

け
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
歴
史
的
な
取
り
組

み
は
、
ゲ
イ
ツ
財
団
、
世
界
保
健
機
関
、

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ（
国
連
児
童
基
金
）
な
ど

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
て
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
ら
の
パ
ー
ト

ナ
ー
団
体
が
な
か
っ
た
ら
、
ロ
ー
タ
リ

ー
が
同
様
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
述

べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
会
へ
の
関
心

を
高
め
、
ク
ラ
ブ
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
模
索
す
る
よ
う
提
案
し
ま

し
た
。 

事
業
者
団
体
、専
門
職
団
体
、学
術
機

関
な
ど
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
タ

リ
ー
は
職
業
や
考
え
方
の
多
様
性
を
取 

       

り
入
れ
な
が
ら
新
会
員
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
、
と
デ
・
カ
マ
ル
ゴ
氏
。「
奉

仕
と
参
画
と
い
う
ロ
ー
タ
リ
ー
の
価
値

観
を
共
有
す
る
職
業
人
に
働
き
か
け
る

こ
と
で
、
世
界
で
よ
い
こ
と
を
す
る
ロ

ー
タ
リ
ー
の
力
を
拡
大
で
き
ま
す
」 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
す
べ
て
の
功
績
と
成
長

は
、究
極
的
に
会
員
に
か
か
っ
て
い
る
、

と
述
べ
た
デ
・
カ
マ
ル
ゴ
氏
は
、
会
員

の
入
会
促
進
と
維
持
に
力
を
入
れ
る
こ

と
で
、
今
後
も
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域

社
会
に
変
化
を
生
み
出
す
ロ
ー
タ
リ
ー

の
強
さ
と
力
が
高
ま
る
と
語
り
ま
し
た
。 

「
分
断
さ
れ
が
ち
な
世
界
に
お
い
て
、

ロ
ー
タ
リ
ー
は
団
結
と
希
望
の
光
と
な

り
ま
す
。私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

人
種
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
別
、
思
想
、

経
済
的
背
景
の
異
な
る
人
び
と
を
結
び

つ
け
、
世
界
で
よ
い
こ
と
を
す
る
と
い

う
共
通
の
目
的
で
私
た
ち
を
一
つ
に
し

ま
す
。…

…

よ
い
こ
と
の
た
め
に
手
を

取
り
あ
え
る
ロ
ー
タ
リ
ー
を
築
き
、
す

べ
て
の
人
に
と
っ
て
よ
り
明
る
い
未
来

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
」 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の 

最
新
ニ
ュ
ー
ス
は
、 

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 
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公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ


